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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 12月 25日 (2003.12.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
本 発 明 の 被 覆 用 硬 化 性 組 成 物 に 、 硬 化 性 シ リ コ ン （ Ｅ ） を 配 合 す る 場 合 、 コ ロ ダ ル シ リ
カ 微 粒 子 (e1)の 平 均 粒 子 径 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 １ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 、 特 に ５ ～ ８ ０
ｎ ｍ の 範 囲 が 好 ま し い 。
こ の 平 均 粒 子 径 が 前 記 範 囲 内 で あ る 場 合 に は 、 後 述 す る (e2)成 分 と の 反 応 工 程 に お い て ゲ
ル 化 せ ず 、 硬 化 塗 膜 の 透 明 性 に 優 れ る 傾 向 に あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 上 塗 り 塗 膜 は 、 タ ッ ク フ リ ー の 塗 膜

、 該 塗 膜 は 活 性 エ ネ ル ギ ー 線 お よ び ／ ま た は 熱 エ ネ ル ギ ー に よ り 重 合 硬 化 さ せ る こ と
が で き る 。
本 発 明 の こ の 上 塗 り 塗 膜 が 十 分 な タ ッ ク フ リ ー と な る た め に は 、 溶 剤 揮 発 後 の 塗 膜 の Ｔ ｇ
が ４ ０ ℃ 以 上 で あ る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 Ｔ ｇ が ４ ０ ℃ よ り 低 い 場 合 に は 、 特 に 夏
期 等 の 高 温 環 境 時 な ど に 乾 燥 後 も 十 分 な タ ッ ク フ リ ー に な ら な い 場 合 が あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ３
【 補 正 方 法 】 変 更

イ

の 方 法 で 得 ら れ る 重 合 硬 化 前 に で
あ り



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
本 発 明 の 溶 剤 揮 発 後 の 塗 膜 の Ｔ ｇ が ４ ０ ℃ 以 上 に な る 被 覆 用 硬 化 性 組 成 物 を 用 い る こ と に
よ り 、 従 来 困 難 で あ っ た 形 状 、 特 に ３ 次 元 形 状 を 有 す る 基 材 に 被 覆 し て も 、 塗 布 後 に 有 機
溶 剤 を 揮 発 さ せ れ ば 塗 膜 は タ ッ ク フ リ ー と な り 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 特 に 自 動
車 外 板 に も 活 性 エ ネ ル ギ ー 照 射 に よ り 重 合 硬 化 す る 組 成 物 の 実 用 化 を 可 能 と す る こ と が
で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
実 施 例 １ 〈 被 覆 用 組 成 物 の 調 整 〉
合 成 例 １ で 得 ら れ た 溶 液 １ ３ ２ 質 量 部 （ （ Ａ １ ） 成 分 を ６ ５ 質 量 部 、 （ Ｄ ） 成 分 と し て 酢
酸 ｎ － ブ チ ル （ D1） を ４ ５ 質 量 部 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト
（ D2） を ２ ２ 質 量 部 の 合 計 量 ） 、 （ Ｂ ） 成 分 と し て イ ソ シ ア ヌ レ ー ト 酸 Ｅ Ｏ ト リ ア ク
リ レ ー ト （ 商 品 名 ： Ｍ － ３ １ ５ 、 東 亜 合 成 社 製 ） （ Ｂ １ ） ３ ５ 質 量 部 、 （ Ｃ ） 成 分 と し て
１ － ヒ ド ロ キ シ シ ク ロ ヘ キ シ ル フ ェ ニ ル ケ ト ン （ Ｃ １ ） （ 商 品 名 ： イ ル ガ キ ュ ア １ ８ ４ 、
チ バ ス ペ シ ャ リ テ ィ ー ケ ミ カ ル ズ 社 製 ） ２ 質 量 部 と メ チ ル フ ェ ニ ル グ リ オ キ シ レ ー ト （ Ｃ
２ ） （ 商 品 名 ： バ イ キ ュ ア ５ ５ 、 ス ト ー フ ァ ー 社 製 ） １ 質 量 部 、 さ ら に （ Ｄ ） 成 分 の 追 加
と し て 酢 酸 ｎ － ブ チ ル （ Ｄ １ ） １ ５ ５ 質 量 部 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル
ア セ テ ー ト （ Ｄ ２ ） ７ ８ 質 量 部 を 攪 拌 混 合 し て 、 被 覆 用 組 成 物 を 調 整 し た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ２ 】
な お 、 表 中 の 略 記 号 は 、 以 下 の 化 合 物 を 表 す 。
（ Ａ ） 成 分
（ Ａ １ ） ： 合 成 例 １ で 重 合 し た 高 分 子 化 合 物 （ 固 形 分 ）
（ Ａ ２ ） ： 合 成 例 ２ で 重 合 し た 高 分 子 化 合 物 （ 固 形 分 ）
（ Ａ ３ ） ： 合 成 例 ３ で 重 合 し た 高 分 子 化 合 物 （ 固 形 分 ）
（ Ｂ ） 成 分
（ Ｂ １ ） ： イ ソ シ ア ヌ レ ー ト 酸 Ｅ Ｏ ト リ ア ク リ レ ー ト （ 商 品 名 ： Ｍ － ３ １ ５ 、 東 亜 合
成 社 製 ）
（ Ｂ ２ ） ： ４ － ヒ ド ロ キ シ ブ チ ル ア ク リ レ ー ト
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ４ 】
比 較 例 １ は 、 本 発 明 に お け る （ Ｄ ） 成 分 の 量 が 少 な い 被 覆 用 組 成 物 の 例 で あ り 、 塗 膜 外 観
に 劣 る 硬 化 塗 膜 で あ っ た 。
比 較 例 ２ は 、 本 発 明 に お け る （ Ｄ ） 成 分 の 量 が 多 い 被 覆 用 組 成 物 の 例 で あ り 、 塗 膜 外 観 以
外 の す べ て の 評 価 結 果 が 劣 る 硬 化 塗 膜 で あ っ た 。
比 較 例 ３ は 、 本 発 明 に お い て 形 成 さ れ た 塗 膜 の 硬 化 前 の Ｔ ｇ が 低 い 被 覆 用 組 成 物 の 例 で あ
り 、 表 面 タ ッ ク 性 に 劣 る で あ っ た 。
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比 較 例 ４ は 、 本 発 明 に お け る （ Ｂ ） 成 分 以 外 の モ ノ マ ー （ Ｂ ２ ） が 含 ま れ て い る 被 覆 用 組
成 物 の 例 で あ り 、 耐 硫 酸 性 、 耐 溶 剤 性 に 劣 る 硬 化 塗 膜 で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ５ 】
比 較 例 ５ は 、 本 発 明 に お け る （ Ａ ） 成 分 以 外 の 高 分 子 化 合 物 （ Ａ ３ ） が 含 ま れ て い る 被 覆
用 組 成 物 の 例 で あ り 、 耐 硫 酸 性 、 耐 溶 剤 性 、 鉛 筆 硬 度 、 耐 擦 り 傷 性 、 耐 候 性 に お い て 劣 る
硬 化 塗 膜 で あ っ た 。
比 較 例 ６ は 、 本 発 明 に お け る （ Ａ ） 成 分 が 多 く 、 （ Ｂ ） 成 分 が 少 な い 被 覆 用 組 成 物 の 例 で
あ り 、 耐 硫 酸 性 、 耐 溶 剤 性 、 耐 擦 り 傷 性 、 鉛 筆 硬 度 、 耐 候 性 に 劣 る 硬 化 塗 膜 で あ っ た 。
比 較 例 ７ は 、 本 発 明 に お け る （ Ａ ） 成 分 が 少 な い 被 覆 用 組 成 物 の 例 で あ り 、 表 面 タ ッ ク 性

耐 候 性 に 劣 る 硬 化 塗 膜 で あ っ た 。
比 較 例 ８ は 、 本 発 明 に お け る （ Ａ ） 成 分 が 少 な く 、 （ Ｂ ） 成 分 が 多 い 被 覆 用 組 成 物 の 例 で
あ り 、 表 面 タ ッ ク 性 耐 候 性 に 劣 る 硬 化 塗 膜 で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 基 材 に 塗 布 し た 後 に タ ッ ク フ リ ー と な り 、 た れ が 発 生 し な い

従 来 に な い 画 期 的 な で あ る 。 ま た 、 基 材 表 面 に 、
透 明 性 、 耐 擦 り 傷 性 、 耐 溶 剤 性 、 耐 硫 酸 性 、 お よ び 耐 候 性 に 優 れ る 高 硬 度 の 硬 化 塗 膜 を 形
成 で き 、 か つ 活 性 エ ネ ル ギ ー 線 の 照 射 に よ り 硬 化 す る た め 、 作 業 性 に 優 れ 、 か つ 地 球 温 暖
化 防 止 と い う 課 題 を 解 決 す る も の で あ る 。
こ の よ う に 、 本 発 明 は 、 各 種 基 材 の 優 れ た 表 面 改 善 を 短 時 間 に 容 易 に 達 成 で き る も の で あ
り 、 産 業 上 極 め て 有 用 で あ る 。
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